cnkilLife

AR XE7 o9 XR Y H O—FILiRiE
H 42045 E2: APRab19951

RRER D H

=

L

BE

SR
RISt
1

{E8H
TA4VE4T
sn—-if
e

w_E

=

F5H

FIREE
pFE

mREE
BEFE
B
iB{ZF 1D

SwissProt ID
RER

g
Al

JHFRY S O—FILHR

Sc&E

WB,ELISA

Eb TYyb TR

E[=2544

REIE

I9G

RUSBO—FIL

RIR

Tmg/ml

F7Ya—hkL, 200CTHRELTLESL (12 7BEY) . RE/RBRYA /LRI T ES
A%

KEE

50% 7 Uta—Il, 0.5% {FESR /80 E, 0.02% 5421 THEH N £5¢ PBS .
FTI4=T 41— R

WB 1:500-1:2000,ELISA 1:20000-1:40000

80kDa

AKAP17A

AKAP17A; CXYorf3; DXYS155E; SFRS17A; XE7; A-kinase anchor protein 17A; AKAP-17A; 721P;
B-lymphocyte antigen; Protein XE7; Protein kinase A-anchoring protein 17A; PRKA17A;
Splicing factor; arginine/serine-rich 17A
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	応用
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	背景
	Aキナーゼアンカータンパク質17A（AKAP17A）ホモサピエンス この遺伝子座は、タンパク質キナーゼAアンカータンパク質をコードしています。コードされているタンパク質はスプライソソーム複合体の一部であり、一部のmRNA前駆体における選択的スプライシングの調節に関与しています。この遺伝子には、選択的スプライシングを受ける転写産物バリアントが同定されています。[RefSeq提供、2010年9月],注意：当初（PubMed:1438229）は、B細胞の活性化に関与する細胞表面タンパク質と考えられていました。,機能：特定のmRNA前駆体の選択的スプライス部位選択を制御するスプライス因子。,その他：このタンパク質をコードする遺伝子は、X染色体とY染色体の擬似常染色体領域1（PAR1）に位置しています。,類似性：1つのRRM（RNA認識モチーフ）ドメインを含みます。,サブユニット：モノマー。スプライソソームの構成要素。 ZRANB2およびSFRS1/ASFとArg/Serリッチドメインを介して相互作用する。,組織特異性：広く発現している。心臓、脳、肺、肝臓、骨格筋、腎臓、膵臓に認められる。活性化B細胞および胎盤にも発現する。,
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	XE7ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000に希釈した。

